
給与所得者（会社員、パート・アルバイトなど）の給与等の収入金額（年収）から控除され

る「給与所得控除」の額が10万円引き下げられました。

所得税の計算時に、納税者の所得から差し引かれる「基礎控除」の額が一律38万円か

ら最大48万円に引き上げられました。

給与等の収入金額（年収）が850万円以下の人は所得税への影響はありません。

「寡婦（寡夫）控除」が見直され、「ひとり親控除」が設けられました。
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※給与所得控除の上限が適用される給与等の収入金額が1,000万円超から850万円超となり、控除額の上限が220万円から195万円に引き下げられました。

※合計所得金額が2,400万円を超えると32万円、2,450万円を超えると16万円と低減し、2,500万円を超えると基礎控除の適用はありません。

詳しくは、当事務所担当者にお問い合わせ下さい

参照：TKC「令和２年分年末調整改正への実務対応」より


